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資料１  



１ 

 

１ 目的 

第７期地域自立支援協議会（以下「協議会」という。）の活動結果をまと

め、今後の小金井市の福祉の向上を図ることを目的とする。 

 

２ 協議会での協議事項 

⑴ 福祉サービス利用に係る相談支援事業者の中立・公平性の確保に関する

こと。 

⑵ 困難事例への対応の在り方に関する協議及びこれに係る調整に関するこ

と。 

⑶ 地域の関係機関によるネットワーク構築等に関すること。 

⑷ 障害福祉計画の作成及びその具体化に関すること。 

⑸ 地域の社会資源の開発及び改善に関すること。 

⑹ 障害者からの相談及び当該相談に係る事例を踏まえた障害を理由とする

差別を解消するための取組に関すること。 

⑺ その他必要と認められること。 
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３ 組織図 

 

小金井市地域自立支援協議会  組織図

 差別解消委員会差別解消委員会差別解消委員会差別解消委員会

地域自立支援協議会会長により指名  運営 【オブザーバーまたは出席説明員】

された委員等により構成 必要に応じて、出席を求め、

意見を聴くことができる。

【委員構成】

全体会は21人。

部会の人数は定めない。

１人で複数部会を兼ねることも可。

【委員報酬】

全体会は報酬あり。

部会は無報酬。

【部会】

設置数、名称等は全体会で決定する。

開催回数は定めない。

  事　務　局事　務　局事　務　局事　務　局

 小 金 井 市小 金 井 市小 金 井 市小 金 井 市

小金井市障害者地域

自立生活支援センター

（基幹相談支援センター）

 生涯発達支援部会生涯発達支援部会生涯発達支援部会生涯発達支援部会

 運営委託

全　　体　　会全　　体　　会全　　体　　会全　　体　　会

年４回開催　（全員参加）

部会の結果・情報共有・地域課題の抽出・方向性の確認等

ネットワークの構築・障害福祉計画の作成、施策への提言等

 相談支援部会相談支援部会相談支援部会相談支援部会 社会参加・就労支援部会社会参加・就労支援部会社会参加・就労支援部会社会参加・就労支援部会
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４ 地域自立支援協議会の経過   

⑴ 全体会 

開催日 主な協議内容 

令和２年 

５月２７日 

（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、延期） 

６月２４日 議題 

⑴ 委嘱状交付 

⑵ 会長・副会長・委員等の自己紹介 

⑶ 事務局の自己紹介 

⑷ 会議録について 

⑸ 小金井市地域自立支援協議会について 

⑹ 小金井市地域自立支援協議会（第６期）からの引き継 

ぎ事項 

⑺ 専門部会について 

⑻ 障害者週間スペシャルイベントについて（令和２年１２月５

日（土）開催） 

⑼ その他 

８月２５日 議題 

⑴ 各部会からの報告 

⑵ 事務局からの報告事項 

⑶ 協議事項 

 ア 令和２年度障害者週間イベントについて 

 イ 専門部会の時間の割り振りについて 

 ウ 障害福祉計画の実績及び見込について 

 エ 障害福祉計画の厚生労働省ホームページ資料につい

て 

⑷ その他 

１１月２５日 議題 

⑴ 各部会からの報告 

⑵ 事務局からの報告事項 

⑶ 協議事項 

 ア 令和２年度障害者週間イベントについて 

 イ 第６期障害福祉計画について 

⑷ その他 

令和３年 議題 
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２月２４日 ⑴ 各部会からの報告 

⑵ 事務局からの報告事項 

⑶ 協議事項 

 ア 第６期障害福祉計画について 

 イ  小金 井 市地 域自 立 支援 協 議会  第 ７ 期  報 告書

（案）について 

⑷ その他 

 

⑵ 部会 

① 相談支援部会 

開催日 協議テーマ 協議概要 

令和２年 

７月２２日 

第６期からの課題と今後

の活動について 

⑴部会記録について 

⑵副部会長の選任について 

⑶地域生活支援拠点とは何か？ 

⑷その他 

９月２３日 第６期小金井市障害福祉

計画(案)について 

第６期小金井市障害福祉計画(案)に

ついての確認 

〇予定 

・目標として令和 2 年度中に障害福

祉計画を完成させる。 

〇確認事項 

・自立生活援助の説明 

・地域移行支援の説明 

・地域定着支援の説明 

・地域活動支援センターⅠ型の説明 

１０月２８日 第６期 小金井市障害福

祉計画案の検討 

⑴前回の専門部会での意見反映後の

資料確認、質問、意見交換 

⑵参加者の意見交換 

令和３年 

１月２７日 

（合同部会のみ） ⑴障害者週間スペシャルイベントの

アンケート結果について 

⑵障害福祉計画のパブリックコメン

トについて 

⑶第１回小金井市地域福祉推進委員

会への意見について 

３月２４日 ・「地域生活支援拠点等 (1)「地域生活支援拠点等事業」及び
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事業」及び「精神障害に

も対応した地域包括ケア

システム」（にも包括）

の整備について 

・来年度の課題について 

「精神障害にも対応した地域包括ケ

アシステム」（にも包括）について 

(2)来年度の主な課題として、「地域 

生活支援拠点」、「にも包括」、

「相談支援」の３つを課題とする 

 

② 生涯発達支援部会 

開催日 協議テーマ 協議概要 

令和２年 

７月２２日 

・第６期（平成３０・令

和元年度）の実績・振り

返り 

・第７期への引き継ぎ事

項確認 

第６期（平成３０・令和元年度）

の実績・振り返り、第７期への引き

継ぎ事項確認から取り組む方向性を

導き出す。 

９月２３日 ・第６期 小金井市障害

福祉計画(案)について

（５期からの流れ） 

・世田谷区 墨田区 障

害者差別解消のための取

り組み好事例の紹介 

・医療的ケア児ニーズに

関する調査報告書につい

て 

・合理的配慮 好事例参

考書類について 

⑴第６期小金井市障害福祉計画 計

画の策定にあたっての基本主旨と位

置づけ説明 

⑵児童通所給付の文言 

⑶目標値の設定 

⑷障害者という名称について 

⑸障害福祉計画について 

⑹世田谷区 墨田区  障害者差別解

消のための取り組み好事例の紹介 

⑺医療的ケア児ニーズに関する調査

報告書について 

⑻合理的配慮 好事例参考書類につ

いて 

１０月２８日 ・第６期小金井市障害福

祉計画(案)について 

・小金井市新福祉会館管

理運営計画策定委員の推

薦について 

⑴令和２年度東京都自立支援協議会

セミナーの開催についての確認。 

⑵小金井市新福祉会館管理運営計画

策定委員会の委員推薦について、説

明、意見交換。 

⑶第６期小金井市障害福祉計画(案)

について 

⑷合理的配慮について、今後の取り

組み。 
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令和３年 

１月２７日 

（合同部会のみ） ⑴障害者週間スペシャルイベントの

アンケート結果について 

⑵障害福祉計画のパブリックコメン

トについて 

⑶第１回小金井市地域福祉推進委員

会への意見について 

３月２４日 ・来年度の検討課題につ

いて 

・幼稚園、保育園、小・

中学校、特別支援学校、

児童発達支援センター間

のネットワーク作りにつ

いて 

(1)条例の見直しのためのワーキン 

グチームの設置 (合理的配慮好事例

集の検討を含む) 

(2)各機関とのネットワーク作り(障 

害福祉計画の中の検討課題を含む) 

(3)来年度の部会の議題の計画 

(4)医療的ケア児のアンケートの配 

布場所 

(5)防災への取り組みを随意報告 

 

③ 社会参加・就労支援部会 

開催日 協議テーマ 協議概要 

令和２年 

７月２２日 

ア ン ケ ー ト 回 答 に つ い

て、今期の活動について 

⑴障がい者の作業等についてのア

ンケー ト 調査に 対 す る回答（修

正）についての協議 

⑵今年度の活動内容について、６

期報告書の引継ぎ事項を元に協議 

９月２３日 障害福祉計画について 

障がい者による作業等に

ついてのアンケート調査

の回答について 

⑴障害福祉計画（社会参加・就労

支援部会担当の部分）について 

⑵障がい者の作業等についてのア

ンケート調査に対する回答につい

ての協議 

１０月２８日 障害福祉計画(担当部分 )

について、今後の活動に

関することなど 

⑴障害福祉計画（社会参加・就

労支援部会担当の部分）につい

て 

⑵障がい者の作業等についての

アンケート調査に対する回答に

ついての報告 

⑶その他、委員推薦、今後の活動
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に関することなど 

令和３年 

１月２７日 

（合同部会のみ） ⑴障害者週間スペシャルイベント

のアンケート結果について 

⑵障害福祉計画のパブリックコメ

ントについて 

⑶第１回小金井市地域福祉推進委

員会への意見について 

３月２４日 ・商工会と障害者福祉施

設との連携について 

⑴  商工会から障害者福祉事業所紹 

介のパンフレット作成方法につい

て（ネットワーク作り、社会資源

の把握を目的とする。） 

※平成３０年度からは会議録及び部会報告書のすべてをホームページにて公開

しているため、主な概要等の記載としている。 

 

 

 

 

⑶   第７期（令和３年度）の実績 

・第６期障害福祉計画の協議及び策定 

  ・ 

   

 ～ 作成中 ～ 

 

 

 

５ 第８期への引き継ぎ事項 

 ⑴ 全体会 

 

～ 作成中 ～ 

 

 

⑵ 部会 

① 相談支援部会 

 

 ～ 作成中 ～ 
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② 生涯発達支援部会 

 

～ 作成中 ～ 

  

 

 ③ 社会参加・就労支援部会 

 

～ 作成中 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

第７期 小金井市地域自立支援協議会委員 

 

 氏名（敬称略） 選出区分 部会構成 

 佐藤 宮子 公募市民 社会参加・就労支援部会 

 田中 麻子 

相談支援事業者 

相談支援部会 

 赤濱 高之 相談支援部会 

 髙野 美子 相談支援部会 

 佐々木 宣子 生涯発達支援部会 

 木下 一美 

福祉サービス 

事業者 

社会参加・就労支援部会 

 福原 昌代 社会参加・就労支援部会 

副会長 吉岡 博之 相談支援部会 

 山﨑 美喜 保健・医療関係者 相談支援部会 

 丸山 智史 児童・教育関係者 生涯発達支援部会  
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 佐々木 由佳 生涯発達支援部会 

 橋本 伸子※１ 生涯発達支援部会 

 小幡 美穂 

障害当事者又は障害者

団体・家族会等の代表 

生涯発達支援部会 

 畑 佐枝子 生涯発達支援部会 

 山本 善万 相談支援部会 

 加藤 了教 相談支援部会 

 三笠 俊彦 企業関係者 社会参加・就労支援部会 

 宮井 敏晴 就労関係者 社会参加・就労支援部会 

会 長 加瀬 進 学識関係者 生涯発達支援部会 

 立石 静子 民生・児童委員 社会参加・就労支援部会 

部会長 武井 由紀子 権利擁護関係者 社会参加・就労支援部会 

※１…令和２年９月２日から 

 

小金井市地域自立支援協議会設置要綱 

 

（設置） 

第１条  障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成

１７年法律第１２３号）第８９条の３の規定に基づき、障害者（児）の地域

における生活を支えるため、関係機関のネットワークによる小金井市地域自

立支援協議会を設置する。 

（運営主体） 

第２条  小金井市地域自立支援協議会（以下「協議会」という。）の運営主体

は、小金井市とする。ただし、市長は、適当と認める法人に対し、運営を委

託して実施することができる。 

（協議事項） 

第３条 協議会は、次に掲げる事項について協議する。 

⑴ 福祉サービス利用に係る相談支援事業者の中立・公平性の確保に関する

こと。 

⑵ 困難事例への対応の在り方に関する協議及びこれに係る調整に関するこ

と。 
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⑶ 地域の関係機関によるネットワーク構築等に関すること。 

⑷ 障害福祉計画の作成及びその具体化に関すること。 

⑸ 地域の社会資源の開発及び改善に関すること。 

⑹ 障害者からの相談及び当該相談に係る事例を踏まえた障害を理由とする

差別を解消するための取組に関すること。 

⑺ その他必要と認められること。 

（委員の構成） 

第４条  委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠委員の任期

は、前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱し、又は任命する。 

⑴ 市民（市内に住所を有する者に限る。） １人以内 

⑵ 相談支援事業者 ４人以内 

⑶ 福祉サービス事業者 ３人以内 

⑷ 保健・医療関係者 １人以内 

⑸ 児童・教育関係者 ３人以内 

⑹ 企業関係者 １人以内 

⑺ 障害当事者又は障害者団体・家族会等の代表者 ４人以内 

⑻ 就労関係者 １人以内 

⑼ 障害者福祉に関する学識経験者 １人以内 

⑽ 民生委員・児童委員 １人以内 

⑾ 権利擁護関係者 １人以内 

⑿ 前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

３ 前項第１号の委員は、公募によるものとする。 

（会長及び副会長） 

第５条 協議会に、委員の互選により会長及び副会長を置く。 

２ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

３ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、副会長がその職務を代

理する。 

（協議会の開催） 

第６条 協議会は、会長が招集する。 

２ 協議会は、委員の半数以上の者の出席がなければ会議を開くことができな

い。 

３ 協議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決

するところによる。 

４ 会長は、必要に応じて、委員以外の者に会議への出席を求め、意見を聴く
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ことができる。 

（差別解消委員会） 

第６条の２ 協議会の下に、第３条第６号に掲げる事項の協議の調整をするた

め、差別解消委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

２ 委員会の委員は、協議会の委員の中から会長が指名する。 

３ 委員会に、委員長を置く。 

４ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

５ 委員長は、委員会の委員の中から会長が指名する。 

６ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長

が指名した者がその職務を代理する。 

７ 委員会は、委員長が招集する。 

８ 委員長は、必要に応じて、委員会の委員以外の者に委員会への出席を求め、

意見を聴くことができる。 

（専門部会） 

第７条  協議会の下に、協議事項について具体的な調査及び研究をするため、

課題別の専門部会を設置することができる。 

２ 専門部会（以下「部会」という。）は、会長が指名する者をもって構成す

る。 

３ 部会に、それぞれ部会長を置く。 

４ 部会長は、部会を代表し、会務を総理する。 

５ 部会長は、協議会の委員の中から会長が指名する。 

６ 部会長に事故があるとき、又は部会長が欠けたときは、あらかじめ部会長

が指名した者がその職務を代理する。 

７ 部会は、部会長が招集する。 

８ 部会長は、必要に応じて、委員以外の者に部会への出席を求め、意見を聴

くことができる。 

（会議の公開） 

第８条  協議会、委員会及び部会（以下「協議会等」という。）の会議は、公

開とする。ただし、公開することが協議会等の運営に支障があると認められ

るときは、協議会等に諮って非公開とすることができる。 

（謝礼） 

第９条  市は、協議会及び委員会の委員に対して、予算の範囲内で謝礼を支払

う。 

（庶務） 

第１０条  協議会等の庶務は、協議会の運営受託者が行い、必要に応じて自立



１２ 

 

生活支援課と連携する。 

（その他） 

第１１条  この要綱に定めるもののほか、協議会等の運営に関し必要な事項は、

会長が協議会に諮ってこれを定める。 
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